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Abstract
　The purpose of this study was to examine techniques for goal-setting with regard 
to a hurdle race. Subjects were 29 boys and 37 girls in the 5th grade who ran a 40-m 
hurdle race as part of their physical education class in elementary school.
　This study sought to clarify the techniques for goal-setting with regard to a 40-m 
hurdle race run in a given time（Y sec）based on each student’s 40-m run time（X1 
sec）and the number of hurdles jumped（X2）．In summary, the results were as 
follows.
1）Overall, using a formula to calculate “Y=X1+0.3 （X2）” or “Y=X1+0.35 （X2）” is a 
satisfactory way of setting goals for the hurdle race.
2）Using a formula to calculate “Y=X1+0.25 （X2）” or “Y=X1+0.3 （X2）” for boys and 
“Y=X1+0.3 （X2）” or “Y=X1+0.4 （X2）” for girls is a satisfactory way of setting 
goals for the hurdle race for each sex.
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表１は、 単元１時間目に測定した 40m 走タイ
ムを示したものである。対応のないｔ検定によっ
て男女間のタイムを比較したところ、男子は7.70





























































であった。よって、ハードル数に 0.3 ～ 0.4 秒を
乗じた値をフラット走タイムに加算し、目標記録
として設定することが妥当であるといえる。
４．要　約
本研究では、小学校５年生を対象に行われたハ
ードル走の授業において、フラット走タイムとハ
ードルの台数を手がかりとして、小学校高学年段
階におけるハードル走の目標記録の設定手法を検
討することを目的とした。その結果、以下のこと
が明らかになった。
１） 全体でみた場合、「目標記録（秒）＝フラッ
ト走タイム（秒）＋ハードル数×0.3 ～ 0.35
（秒）」の計算式を適用することが妥当である
と考えられる。
２） 男女別にみた場合、男子では「目標記録（秒）
＝フラット走タイム（秒） ＋ハードル数×
0.25 ～ 0.3（秒）」の計算式を、女子では「目
標タイム（秒）＝フラット走タイム（秒）＋
ハードル数×0.3 ～ 0.4（秒）」の計算式を適
用することが妥当であると考えられる。
なお、本研究で示した結果は、小学校５年生を
対象に定められた試技条件下で得られた限定的な
ものである。よって、児童の実態や学習経験、試
技条件等に応じて目標記録を算出する計算式を柔
軟に変更することが必要であるといえる。また、
対象者を増やしたり、小学校6年生を対象に同様
の分析を実施したりすることによって、目標記録
の設定手法をより精緻に検討していくことが今後
の課題として挙げられる。
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